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研究成果の概要 

運動時の疲労は、過活動を防ぐ生体防御機構として重要な役割を担うが、その神経生物学的機構は未だ

不明である。疲労を伴う運動は、アストロサイトのグルコース貯蔵分子であるグリコーゲンに由来する脳内乳

酸を増加させる。脳内乳酸は神経細胞のエネルギー源としてだけでなく、主にシナプスに発現する乳酸受容

体（GPR81）を介して、cAMP 合成の抑制シグナルとしても機能する。本研究では、持久性運動時の脳内

GPR81が疲労にどう寄与するかを検討した。結果は論文投稿準備中である。 
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